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SL MkIIIユーザーガイドをお手に取っていただきありがとうございます。

本ガイドは、SL MkIIIを最大限利用するために必要な知識を提供するために制作されました。本ガイド全体に記されている情
報は、SL MkIIIの 49鍵盤および 61鍵盤の両バージョンに適用されます。本体の詳細な説明や様々な "ビュー "、メニュー、
および外部ハードウェアやソフトウェアと一緒に使用する方法などが記載されています。さらに、使用に関するヒントやテ
クニック、およびプロデューサーや演奏者として直面する一般的なシナリオも考慮して解説しています。長年に渡って、SL 
MkIIIを使用した音楽制作を楽しんでいただけることを願っております。

詳細情報、最新のサポート記事、技術サポートチームへのお問い合わせについては、Novation Answerbaseをご確認ください : 
support.novationmusic.com/

各部の名称と特徴

SL MkIIIの 49鍵盤および 61鍵盤には、同一のフロントパネル（およびコントロール部）とリアパネルの接続部が備わって
います。

ファームウェア機能

1. シーケンサービュー
SL MkIIIの中心部にはシーケンサーが備わっており、MIDIパターンを楽しくクリエイティブな方法でアレンジできます。Shiftボタンを押し
てから "Sequencer"ボタン（本体左側 ) を押してSequencerを有効または無効にします。有効になるとSequencerボタンが白色に変わり、
無効になるとオレンジ色に変わります。Sequencerスイッチがオンになると、トランスポートボタン（本体右側）が点灯し、シーケンサー
を制御できるようになったことを示します。

Sequencerボタンを押せば、いつでもシーケンサービューに切り替えることができます。シーケンサービューは、"Steps"ボタンでアクセ
スできるステップビューと、"Patterns"ボタンでアクセスできるパターンビューの 2つのサブ・ビューによって構成されています（後述）。
別のビュー（例：ゾーンビュー）を操作中に、Sequencerボタンを押すと、直前に選択されていたシーケンサーサブ・ビューへ戻ります。

また、"Grid"ボタンでは、直前に選択されていたシーケンサーのサブ・ビューとテンプレートの間で 8x2のパッド機能を切り替えます（テ
ンプレートの詳細はセクション 2を参照）。

※Sequencerボタンがオレンジ（オフ）の場合、Sequencerボタンを押すとシーケンサービューにアクセスでき、現在のセッション内のシー
ケンスを確認したり編集したりすることができますが、トランスポートボタンはシーケンサーが再度有効になるまで使用できなくなります。

A.　ステップビュー

ステップビューでは、パターンのステップの確認や編集が行えます。ディスプレイ下の 16（8x2）の四角いパッドは、利用できる16のパター
ンステップを表します。

Sequencerを有効にした状態でトランスポートの再生ボタンを押すと、パッド（ステップ）が白く点灯しながら移動し、シーケンサーが動
いているのがわかります。MIDIノートを持つステップは明るく点灯します。再生位置がこれらの明るいステップの一つに到達すると、割り
当てられたノートが再生されます。

ノートをステップに割り当てるには、トラックを選択し、パッドを押しながらそのステップにトリガーさせたいキー（例：C#やGb）を押し
ます。この逆を行うこともできます。その場合、まずキーを押しながらノートやサウンドを入力したいパッドを押してください。トランスポー
トの録音ボタンを押して、リアルタイムに録音することも可能です（詳細は「ライブ録音」を参照）。

ステップからノートを削除するには、パッド（ステップ）を押し続けます。すると、対応するキーの LEDが赤色に点灯します。トランスポー
トが停止すると、ノートが対応するパートに対してそれらに割り当てられたベロシティで再生されるので、キーを押してノートを削除してく
ださい。

トランスポートが再生中または停止中の場合、"Clear"ボタンを押しながらステップを押すことで（短く赤色に変わります）、そのステップ
からすべてのノートとオートメーションデータが削除されます。

ステップをコピーするには、"Duplicate"ボタンを押しながらパッドを押します（短くグリーンに変わります）。そのままDuplicateを押し続
けながら、ペースト先のパッドを押します。1つのパッドを別のパッドに複製すると、それが追加されるのではなく、ペースト先のパッドに
存在していたすべてのデータが消去されるためご注意ください。

ステップは、トラック間でのコピーも可能です。この場合も、Duplicateボタンを押しながらパッドを押してステップをコピーします。その
ままDuplicateボタンを押し続けながらトラックを変更し、パッドを押してペーストします。オートメーションデータはコピーされないため
ご注意ください。
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1. 電源オン /オフボタン
2. DC電源ジャック：12V/1,200 mA電源に対応
3. USBタイプ Bソケット
4. MIDI IN、MIDI OUT、OUT2/THRU用の 3つのDINソケット（5ピン）
5. ペダル 1（SUSTAIN）、ペダル 2（EXPRESSION）用のシルバーのメタ
ルリング付1/4インチTSおよびTRSジャックx2、ペダル3（FOOTSWITCH）
用 1/4インチジャック x1
6. CLOCK OUT、CV1、GATE1、MOD1、CV2、GATE2、MOD2出力用
のシルバーメタルリング付 3.5mmTSジャック x7
7. ケンジントンセキュリティスロット
8. ティールシリコーンストリップ：SL MkIII本体土台
9. "Shift"ボタン
10. "Global"（共通設定）ボタン
11. "InControl"、"Zones"、"Sequencer"、"Scales"、"Arp"、"Tempo"、
"Latch"ボタン
12. セッション 1～ 4のページ変更に使用する上下の矢印ボタン

13. "Grid"ボタン、8つのソフトボタン、"Options"ボタン
14. 上下ページボタン
15. 8x2のベロシティセンシティブ・パッド
16. 8つのロータリーノブ
17. 5つの LCD画面
18. 右矢印ボタン
19. 8x2のソフトボタンエリア
20. RGB LED
21.および 22. 上下の矢印ボタン（四角形）
23. 8つのフェーダー
24.トランスポートボタン
25."Save"、"Duplicate"、"Clear"、"Sessions"、"Patterns"、"Track"（左右）、
"Octave"（上下）ボタン（計 10個）
26. RGB LED搭載ピッチおよびモジュレーションホイール
27. 49または 61のRGB鍵盤 LED
28. アフタータッチ・ストリップ搭載シンセスタイルのセミウェイテッド鍵盤
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iii.　パターン

オプションメニューの最後の項目は "Pattern"となっており、"Start Position、"End Position"、"Direction"、"Sync Rate"の 4つのサブ・オ
プションが含まれています。これらの設定をを編集することで、パターン再生の方法に面白い変化が加わるため、ぜひ様々な設定を試して
みてください。パターン再生方法の変化は、再生位置がパターンの最後に達した際に適用されます。ここでは、以下の項目を設定すること
ができます：

•　Start Position - すぐ上のロータリーノブを動かすことで、パターンが開始するステップの位置を変更し、効果的にパターンの長さを変更
します。該当するステップを表すパッドは黄色に点灯するため、開始位置が移動していることがわかります。

•　End Position - すぐ上のノブを動かすことで、パターンが終了するステップの位置を変更し、効果的にパターン長を変更します。End 
PositionはStart Positionの前に移動させることも可能です。ノートを含むステップが聞こえなくなるようなEnd Positionに設定した場合、
これらのパッドは赤色に点灯します。

•　Direction - パターンの再生方向を変更します。以下から設定が可能です：

•　Forward - デフォルトで設定されている方向であり、開始位置のステップから始まり終了位置のステップまで順に再生される一般的な方
向を示します。

•　Backwards - 反対に、終了位置から再生が始まり、開始位置へ順に進みます。リバース的な再生方法です。

•　Ping-Pong - 1ターン目は開始位置から再生が始まり、終了位置のステップまで順に再生されますが、　続く2ターン目は終了位置から
再生が始まり、開始位置まで順に再生されます。終了位置のステップは反復されます。

•　Random - 再生方向オプションの中で最も実験的なものであり、開始位置と終了位置の間からステップをランダムな順番で選択し、ノー
トがリピートされたりカオスを生じさせます。

•　Sync Rate - BPM（内部または外部）に対応してステップが生じるレートを変更します。　以下から設定が可能です：

•　三連 32分音符、32分音符、16分音符三連符、 16分音符（デフォルト）、三連 8分音符、8分音符、三連 4分音符、4分音符

C.　パターンビュー

"Steps"と "Sessions"の間の "Patterns"ボタンを押すとパターンビューが開き、現在のセッション内でMIDIパターンを選択できます。8x2
のパッド上に各トラックで利用できる 8つのパターンが横一列ずつ配置されます。パッドは各パターンを表し、そのパートの色が適用され
ます。パッド左側の上下ボタンを使用して、全 4ページのパターンをスクロールできます。
 

B.　オプション

ステップビューを操作中、"Options"ボタン（パッドの右側）を押すことで現在のパターンに対するオプションを確認できます。"Velocity"、
"Gate"、"Pattern"下のソフトボタンで、これらの設定を呼び出します。再度Optionsを押すと、ステップビューに戻ります。

i.　ベロシティ

オプションメニューで "Velocity"下のソフトボタンを押すと、現在のパターンの各ステップのベロシティを編集できます。デフォルトでは、
画面にステップ 1～ 8（1画面につき 2つ）が表示されますが、画面左側にある上下の矢印ボタンを使用することで、ステップ 9～ 16（パッ
ドの下一列）にアクセスできます。

 
調整したいステップの上のノブを回転させるだけでMIDIノートのベロシティを調整できます。ステップのベロシティは 1～ 127の範囲で
設定できます。これにより、細かいレベルの精度で希望のMIDIベロシティを選択することができます。

複数のノートを含むパターンのステップの場合にも、画面上には単一のベロシティのみが表示されますが、ステップに割り当てられた複数
のノートに存在する異なるベロシティのうち、最も高い値のものが表示されます。

1つのステップに割り当てられた複数のノートを処理する際、ステップのベロシティは全く新しいものに変化します。これを行った場合、よ
り高い値が優先的に選ばれ、それらに最も近い値に吸着します。つまり、ベロシティ値が 25と 89のノートが含まれるステップの場合、こ
のステップのノブを右に回すと、25と89のベロシティ値の両方が 90以上の値に変化します。ノブを左に回した場合、25と89のベロシティ
値の両方が 88以下の値に変化します。

このように、一つのステップ上の全てのノートが同じベロシティ値までスナップされた場合、そのステップに割り当てられている全ての新
しいノートは直ちにグループベロシティを採用します。

ii.　ゲート

オプションメニューの次の項目は "Gate"となっています。Gateを選択すると、現在のパターンの各ステップに割り当てられているMIDIノー
トの長さを編集できます。ここでも、画面左側にある上下の矢印ボタンを使用することで、ステップ 9～ 16にアクセスできます。複数のノー
トを含むパターンのステップの場合にも、画面上には単一のゲート値のみが表示されますが、ステップに割り当てられた複数のノートに存
在する異なるゲートのうち、最も高い値のものが表示されます。

 

SL MkIIIでは、ゲートが 1ステップ単位とさらに小さな単位によって測定され、1ステップは 6つの断片に分解されます。したがって、ゲー
ト値はステップ番号として表示され、さらにその断片の単位が表示されます（下部メーター内に現れる 5つの白の四角いアイコン）。各ステッ
プ上部のノブを使用して、割り当てられた各ノートのゲートを調節してみると、どのようにノートのデフォルト値が「1ステップ」分になる
か試してみてください。

[SL MkIIIはMIDIの規則に従って動作するため、生成されるサウンドに対してゲートのパラメータがどのように影響するかは、トリガーされ
るサウンドおよびそのサウンドを生成するMIDIインストゥルメントによって異なります。例えば、短いハイハットのサンプルに 16ステップ
分のゲートが設定されていても、サウンドが引き伸ばされることはありません。しかしそのMIDIノート自体は、実際に聞こえる音と関係な
く16ステップの長さとなります。
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パッドを押すと新しいパターンが選択されます。トランスポートが停止された場合、トランスポートが開始されると新たに選択したパター
ンが再生されます。再生中に新しいパターンを選択すると、現在再生されているパターンが終了され次第新しいパターンが変更されます。
Shiftを押しながら新しいパターンを選択することで、即座にパターンが切り替わり、現在のパターンが終了位置に達するまで待つことなく
新しいパターンを聞くことができます。興味深い方法でパターンを組み合わせる方法にもなるでしょう。

i.　パターンチェーン

パターンを構成していく上でより長いパターンが必要な場合、パターン同士を組み合わせることでより長いシーケンスを作成することがで
きます。2つ以上のパターンを同時に押すことで、押された一番左のパターンから始まり一番右のパターンで終わるパターンチェーンが生
成されます。パターン同士を適当に組み合わせるというより、連続したパターンを慎重に組みわせてより長い音楽アイデアを形成すること
が可能です。

一度により多くのトラックを確認したい場合や、2つのパターンチェーンのみで作業している場合には、"Shift"と "Patterns"を押すことで、
拡大ビューにアクセスできます。これにより、各トラックごとにパターンが縦方向に配列されます。ページボタンを使用するとより多くのパ
ターンにアクセスできます。Patternsボタンを押せば、デフォルト（横配列）のパターンレイアウトに戻ることができます。

"Clear"を押しながらパターン（パッド）を押すと、そのパターンから全てのノートとオートメーションデータが削除され、パターンがそのデフォ
ルト設定にリセットされます。

パターンをコピーするには、"Duplicate"を押しながらパターンを選択します。Duplicateを押し続けたままパッドを押すことでペーストされ
ます。Duplicateを押さえながら複数回ペーストすることが可能です。また、トラック間でパターンをコピーすることもできます。この場合にも、
ステップと同じく、パターンのオートメーションデータはトラック間ではコピーされません。

何かインスピレーションが欲しい時や、新しいことを試したい時には、トラック間でパターンをコピーしてみると良いでしょう。ドラムのパター
ンをベースのトラックにコピーしてみたり、その反対のことを試してみれば、予想もできないような面白い効果が生まれるかもしれません。

D.　オートメーションビュー

パターンビューが選択された状態で "Options"ボタンを押すと、オートメーションビューに切り替わります。オートメーションビューでは、
各コントロールタイプや選択されているトラックでオートメーションが記録されたコントロール部の名称が「レーン」として画面に表示され
ます。画面下のソフトボタンを使用することで、異なるトラックを選択してそのオートメーションを確認できます。
 

"Clear"ボタンを押したままレーンの上のロータリーを回すと、コントロール部（例："Transpose"または "Ve Attack"）に記録された全ての
オートメーションが削除されます。レーンを削除したら、それを別のコントロールに使用できます。

E.　ライブ録音

SL MkIIIでは、リアルタイムの演奏を直接シーケンサーに録音できます。トランスポートの録音ボタンを押すことで、ライブ録音が有効に
なります。アイデアを即座に反映させるために、再生中に録音ボタンを押すことも可能です。トランスポートが停止中の場合には、録音ボ
タンを押してから再生ボタンを押すことでライブ録音を開始できます。録音中に鍵盤またはMIDI（USBおよび DINの両方）によって演奏
される全てのノートはシーケンスに録音されます。

MIDIから録音している場合、そのパートに対して選択されているMIDIチャンネルから受信されたノートのみが録音されます。ライブ録音
かどうかに関わらず、ノートはそのパートの出力にも転送されます。

ライブ録音中、「ノート・オン」の信号は再生パターンの同期レートにクオンタイズされ、「ノート・オフ」は最も近い 24 PPQNティックに
クオンタイズされます。シーケンサーは各パターンチェーンを通してループするため、新しいノートをオーバーダブすることができます。録
音を始める前に、自身のパフォーマンススタイルに合ったパターン設定（シーケンサー /オプション /パターン設定を参照）およびパター
ンチェーンの長さ（シーケンサー /パターンビューを参照）を行っておくようご注意ください。
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F.　オートメーション

SL MkIIIのシーケンス録音では、以下のテンプレートコントロールのオートメーションを記録することができます。

•　ロータリーノブ
•　フェーダー
•　ソフトボタン
•　パッド（押す /離す動作、およびプレッシャー）
•　ピッチ /モジュレーションホイール
•　ペダル

コントロールを動かすと対応する LEDや画面がただちに赤く点灯し、トランスポートが進行するにつれて既存のコントロールのデータの
いずれかが上書きされ始めます。現在のパターン同期レートに関係なく、動作は 24 PPQNの分解能で記録され、再生されます（デフォル
トの 1/16の同期レートで各ステップに対して 6データポイントに相当）。録音または再生が停止されるまで、オートメーションは記録され、
上書きが行われます。したがって、オートメーションが上書きされないよう、シーケンサーが次のループを開始する前にできるだけ早く録
音を無効にすることを推奨します。

セッション内では、トラックごとに最大 8つのコントロールのオートメーションを記録できます。別のオートメーションレーンを使用してい
た場合や、選択中のトラックにこれ以上利用できるレーンが無くなった場合、画面上に通知されます。

ソングポジションにアサインされている、対応したノブやコントロールのオートメーションを記録することはできません。また、ノートメッセー
ジを出力するパッドやボタンは、オートメーションとして記録されるのではなく、ノートのシーケンスに対して記録されます。

"Clear"ボタンを長押しすると、現在のパターン内でオートメーションデータを含む全てのコントロールが示され、それ以外を非表示にします。
例えば、ピッチホイールのオートメーションが記録されている場合、Clearを長押しするとその LEDが点灯します。Clearを押し続けなが
らコントロールを動かすと、それに含まれる現在のパターン内のオートメーションは全て削除されます。

より高い精度が必要な場合、手動で値をステップに割り当てることも可能です。停止中にトランスポートの録音ボタンを押し、（パッドを押
して）ステップを選択してステップ編集モードに切り替えます。コントロールを任意の値まで動かして値をステップに割り当て、録音を無
効にします。ピッチホイールの場合は、任意の位置に動かし、ホイールから手を離す前に録音を無効にします。

直前のコントロール値のみがステップへ割り当てられるためご注意ください。つまりステップ編集モードでは、モーメンタリー機能を備えた
ボタンやパッドを押して離すと、離す動作のメッセージのみが記録されることを意味します。ボタンやパッドの押す動作のメッセージを記
録するには、録音を無効にするか新規ステップを選択してパッドから手を離す前にその動作を記録してください。

G.　パートのミュート /ソロ

シーケンサーのトラックをミュートまたはソロにするには、Sequencerボタンを押してから 8x2ボタンの右側にある上矢印を押すと、いち
ばん右の画面に "Mute"および "Solo"と表示されます。 

 
パートに対応するミュートボタン（上の列のオレンジのソフトボタン）を押すと、そのパートがミュートされます。ミュートされると、シー
ケンサーはそのパートにMIDIを出力しませんが、そのパッドの鍵盤を演奏したり、パッドを確認することができます。

パートに対応するソロボタン（ソフトボタンの下の列）を押すと、そのパートがソロになります。パートをソロにすると、一緒にソロにされ
ていない他のパートが無音になります（それがすでにミュートされていない場合）。無音になったパートのミュートボタンは黄色く点滅し、
無音であることを示します。

2. テンプレート
各パートはテンプレートに従って作動します。言い換えれば、各パートはテンプレートを使用することで、各コントロールに送るMIDIメッセー
ジを決定します。テンプレートはテンプレートビューに存在し、"Shift"と "Sessions"ボタンを押すことでアクセスできます。テンプレート
は各コントロールから送られるMIDIメッセージのタイプを決定します。テンプレートには次のコントロールのマッピングデータが含まれます：
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•　16のロータリーノブ（2ページ）
•　16のパッド（押す動作とプレッシャー )
•　8のフェーダー
•　16のボタン
•　モジュレーションホイール
•　フットスイッチ、エクスプレッション、サステインペダル

テンプレートはスタンドアロンのアプリケーション "Components"を使用することで設計および管理を行えます。Componentsは以下から
入手できます： https://components.novationmusic.comComponentsを使用すれば、多数の異なるMIDIメッセージのうちの一つを異なる
範囲、値および動作と共に送信するよう各コントロールを構成することができます。

マッピングが有効でない場合、コントロールに対応する LEDまたは画面が空白になりそれが無効になっていることを示します。

マッピングが有効なコントロールを動かすと、一番右の画面にメッセージタイプや対応する値が示されます（例：0-127）。

3. パートの設定
SL MkIIIでは、パートの送信先をカスタマイズできます。最大 12までの外部キットやソフトウェアを使用して複雑なセットアップを構築で
きます。これらは以下の方法によって、テンプレートで設定が可能です：

 
A.　テンプレートを選択する

以下の方法でパートのテンプレートを変更します：

•　"Shift"と "Sessions"ボタンを同時に押して、テンプレートビューに切り替えます。
•　ソフトボタンを使用して変更したいパートを選択します。デフォルトでは、これらのパートに "MIDI"のラベルが振られています。
•　一番左のロータリーノブを使用して、テンプレートを選択します。テンプレートを読み込んでいる間、選択されたテンプレートを囲って
いる四角形がグレーに変わり、テンプレートが完全に読み込まれると白に変わります。

テンプレートにまだ名前が付けられていない場合、"Template x"として表示されます。

B.　送信先の選択

各パートは 1つまたは複数の送信先に設定することができます。送信先は、MIDI、アナログのCV/GATE/MODから選べます。以下の方法
でパートの送信先を設定します：

•　"Shift"と "Sessions"ボタンを同時に押して、パート設定ビューに切り替えます。
•　画面下のソフトボタンを使用してパートを選択します。
•　"USB"、"DIN 1"、"DIN 2"、"CV/Gate 1"または "CV/Gate 2"の上のロータリーノブを設定してそれらを変更します（選択肢は次の通りです）。
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•　USB: Off/On
•　DIN: Off、1または 2、あるいはBoth（両方）
•　CV/Gate: Off、1、2、あるいはBoth

送信先の環境設定はそのセッションに保存されるため、セッションを変更するとその送信先も変更されます。

C.　チャンネル

パートのMIDIチャンネルはチャンネルコントロールを使用して設定し、チャンネル 1～ 16の中から選ぶことができます。

※チャンネル 16はプログラムチェンジやソングセレクトなど特定のメッセージのための共通チャンネルとして使用されます。パートをチャ
ンネル 16に設定し、接続済みの機器（Circuitなど）でセッションを変更した場合、SL MkIII上のセッションも変更されてしまうため、保
存していない編集内容が失われる場合があるのでご注意ください。

D.　入力モニタリング

入力モニタリングがオンの場合（デフォルトではオフに設定されています）、各パートが受信するMIDIノートメッセージはそのパートの送
信先に転送されます。外部のMIDIノートメッセージは、この設定に関わらず常に内部シーケンサーによって記録されます。

E.　パートのカラー編集

パートを選択し、異なる色に点灯する 8つのパッドのうち一つを選択することによって、パートのカラーを変更することができます。

4. アルペジエーター
SL MkIIIの Arp（アルペジエーター）では、テクノをはじめ多くのエレクトロニックな音楽にとって理想的な、クラシックかつ機械的なアル
ペジオをプログラミングすることができます。ここでは、アルペジエーターの使い方について解説します。

 

A.　Arpのオン /オフ切替

"Shift"を押したまま "Arp"ボタンを押すことで、アルペジエーターのオン /オフを切り替えます。Arpボタンが白色に点灯している場合、ア
ルペジエーターがオンの状態を示します。

アルペジエーターがオンの場合、鍵盤上で押さえられたノートにアルペジエーターが適用されます。

また、シーケンサーもアルペジエーターを構成します。シーケンサーへ録音を行っている際、長押しされた鍵盤は長いノートとしてパター
ンに録音されます。そして、Arpがオンになっていると仮定され、これらの長いノートが Arpへ戻るようルーティングされて再生されます。

B.　Arpのラッチ

SL MkIIIのラッチ機能を使用することで、アルペジエーターを最大限に楽しむことができます。 
"Latch"ボタンを押すと、Arpのラッチのオン /オフが切り替わります。オンの場合、アルペジエーターが適用されている全てのノートから
指が離され、さらに新しいノートが演奏されるまでノートオフが行われません。

Tempo                       INCONTROLGlobalShift

Zones

Sequencer

LatchArp

Scales

Sessions

Patterns

Steps                       

Save

Duplicate

Clear

Grid Options

Pitch Modulation

Octave
Transpose

Track

_ +

Templates

Expand



12 13

※Arpがオンの場合もオフの場合もラッチは機能します。Arpのオン /オフ状態に関わらず、基本的にラッチは継続的なMIDIノートをトリ
ガーします。例えば、外部アルペジエーターや長いサステインを持つ外部のシンセパッチへMIDIを送信する場合、ラッチを使うと便利です。

ラッチは選択された Arpの送信先パートにのみ適用されます。

C.　Arp設定

（Shiftを長押しせずに）Arpボタンを押すと、画面に次の設定が表示されます。
 
•　Part
•　Type
•　Gate
•　Sync Rate
•　Octaves
•　Velocity
•　Length

これらの設定を編集することで、アルペジオサウンドを大幅に変化させられます。次のセクションではこれらの設定をさらに詳しく解説します。

D.　パートのアルペジオ

アルペジエーターは、一度に 1パートにのみ適用できるため、デフォルトでは "Selected Part"（選択されたパート）に設定されています。
その代わり、上部のロータリータブを使用してアルペジエーターが適用されたパターンをパート1から8のいずれかに送るよう選択できます。
つまり、アルペジエーター適用後のパターンを異なるパートに送ることによって、楽曲上の異なる要素ごとにその効果を確認することが可
能です。

E.　Arpタイプ

Arpのタイプは以下のパターンから選択できます：

•　Up（デフォルト）- 長押しされた、またはラッチされているノートが Arpの同期レートに従って音程の高い方向に向かって演奏され、パター
ンが繰り返されます。

•　Down - 長押しされた、またはラッチされているノートが Arpの同期レートに従って音程の低い方向に向かって演奏され、パターンが繰
り返されます。

•　Up/Down 1 - 長押しされた、またはラッチされているノートが Arpの同期レートに従って音程の高い方向に向かって演奏された後、低い
方向に向かって演奏され、全体のパターンが繰り返されます。反復されるノートはありません。

•　Up/Down 2 - 長押しされた、またはラッチされているノートが Arpの同期レートに従って音程の高い方向に向かって演奏された後、低
い方向に向かって演奏され、全体のパターンが繰り返されます。一番高いノートと低いノートが反復されます。

•　Random - 長押しされた、またはラッチされているノートが Arpの同期レートに従ってランダムな順序で演奏され、鍵盤から指が離され
る（ラッチが解除される）まで演奏されます。

•　Played - 長押しされた、またはラッチされているノートが Arpの同期レートに従って演奏された順番に演奏され、全体のパターンが繰り
返されます。

•　Chord - 長押しされた、またはラッチされているノートが Arpの同期レートに従ってコードとして各 Arpステップで演奏され、鍵盤から
指が離される（ラッチが解除される）まで演奏されます。

F.　Arpゲート

Arpのゲートコントロールは、アルペジエートされたノートの長さを一つのアルペジエートされたステップの最大限の長さ（100%）からア
ルペジエートされたステップの 100分の 1まで短縮します。デフォルトではゲートが 100%に設定されており、1から100%まで調整可能
です。ゲートは Arpの同期率とテンポによって設定されるため、同期レートが変わりテンポが増減すると、Arpゲートの長さは Arpステッ
プの長さの一貫したパーセンテージを保ちます。

G.　Arpの同期レート

この設定では、Arpが SL MkIIIのクロックにしたがって実行される音楽的なレートを変更します。以下から選択が可能です：

•　1
•　1/2
•　1/2 三連符
•　1/4
•　1/4 三連符
•　1/8
•　1/8 三連符
•　1/16（デフォルト）
•　1/16 三連符
•　1/32
•　1/32 三連符

H.　Arpオクターブ

この設定では、Arpが構成されるオクターブの範囲を増やすことができます。例えばオクターブを 2に設定した場合、そのシーケンスが再
生された直後に 1オクターブ高いシーケンスが続いて再生されます。3に設定された場合、シーケンスが 1オクターブ高く再生された直後
にさらに 1オクターブ高いものが再生されます。デフォルトではオクターブが 1に設定されていますが、6まで設定することが可能です。

アルペジエートされたノートがその範囲を超えた場合、ノートが一番高いオクターブ（G#6～G7）の範囲内になるよう修正されます。

オクターブは、選択した Arpタイプによって様々な形で連動します。以下では、タイプによって異なるオクターブの効果を紹介します：
 
•　タイプがUp/DownまたはUp/Down 2 の場合、音程の低い方向に向かって演奏を始める前に全てのオクターブ範囲で高い方向に向かっ
て演奏します。

•　タイプが Playedの場合、追加されたオクターブで反復する前にシーケンスのノート全てを最初のオクターブで演奏します。
•　タイプがRandomの場合、全てのオクターブ範囲にわたってランダムにノートが選択されて演奏します。
•　タイプが Chordの場合、オクターブが追加されると、押さえられたノートがオクターブ設定に従って音程の高い方向に反復して演奏さ
れます。例えば、オクターブを 3に設定した場合、押さえられたノートがそのピッチで演奏された後、1オクターブ上で演奏され、次に
2オクターブ上で演奏された後、そのパターンが反復されます。

この設定をを変更した場合、重複されるノートは存在しません。

I.　Arpベロシティ

Arpのノートベロシティは、1～ 127の値（標準MIDIベロシティ）もしくは "Played"（デフォルト）より設定できます。

Playedに設定すると、演奏する際のベロシティがアルペジエートされるノートに適用されます。

1～ 127の範囲の値に設定された場合、アルペジエーターによって出力されるノートのベロシティがその値に固定されます。例えば "65"に
設定された場合、出力されるノートのベロシティは全て 65となります。

J.　Arpの長さ

この設定では、アルペジオの長さをステップ単位で選択します。デフォルトでは、アルペジエーターは 16ステップを1ループ分としますが、
さらに短くすることも可能です（1～ 15ステップ）。Arpの同期レートは 1ステップ分の長さを設定します。

1パッド =パターン内の 1ステップとして、8x2のパッドエリアでパターンの長さを確認することができます。

K.　Arpパターン

Arpパターンでは、アルペジオのリズムをカスタマイズすることができます。"Arp"ボタンを押すと、各パッドがアルペジオパターン内の 1
ステップを表します。対応するパッドを押すことでステップのオン /オフが切り替わり、パターンのリズムを変更することが可能です。演
奏されるパッドは明るく点灯し、演奏されないパッドは暗く点灯します。アルペジエーターを走らせると、再生位置を示す白いパッドが移
動します。
これによって生成されるリズムは演奏されるノートのタイミングにのみ影響し、それらが演奏される順序を変えるものではありません。
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L.　追加のArpノート

オクターブの範囲を 2以上に設定して "Up/Down 1"を使用している際、音程の低い方向へ移動している時にオクターブの範囲を1に変更
すると、1オクターブ内に到達するまで Arpはすべてのオクターブ範囲内を演奏します。到達した時点から1オクターブ内での演奏に変化
します（Novation Mininovaにお馴染みの機能です）。音程の高い方向へ移動している場合は、演奏されている現在のオクターブ内のシー
ケンスで全てのノートが演奏された後でアルペジエーターが最初のオクターブへリセットされます。
 
"Up/Down 2"を使用している場合、最高 /最低音のノートが一度のみ演奏された後でノートが解除された場合、Arpは直ちに方向を切り替え、
次に高い /低いノートを一度だけ演奏し、その方向で再生を継続します。これにより、最高音のノートが演奏される前に別のノートに置き
変えられた場合にもタイミングを維持することができます。

アルペジエーターの再生方向に関わる設定を再生中に切り替えた場合、アルペジエーターの再生位置はリセットされず、一番上 /下のノー
トに到達するまで同じ方向へ移動を続けます（新しく選択された設定が対応する場合）。例えば "Down"から "Up/Down 2"のタイプへ切り
替える場合、最低のノートに到達するまで音程の低い方向に移動し続けます。

5. GLOBAL設定
"Global"ボタンを押すと、共通設定ビューに切り替わります。ここで変更された設定は本体全体に影響を与えるものであり、セッションご
とに変更されるものではありません。本体が電源スイッチによってオフにされた場合、これらの設定が保存されます。しかし、電源ケーブ
ルが引き抜かれてしまった場合、これらの設定は保存されません。

画面隣の上下の矢印を押して、3ページにわたる共通設定 /情報を確認することができます。

A.　Velocity Curve   

以下の方法で SL MkIIIのキーボードの感度を変更することができます：

1.　"Global"を押して共通設定メニューまで移動します。
2.　"Velocity Curve"とラベルが付いたメニュー項目が現在のベロシティカーブを示します。
3.　次のベロシティオプションから選択してください：

•　Low
•　Low+
•　Normal
•　Normal+
•　High
•　Fixed（固定）

"Low"を選ぶと、MIDIがより低い値に変更されます。つまり、低いベロシティ値は簡単にレンダーでき、127のような高い値を生成す
るには大きな圧力を適用させる必要があります。"Low+"を選んだ場合、"Low"よりは簡単に高いベロシティを得られ、"Normal"および
"Normal+"を選んだ場合、さらに簡単に高いベロシティを得られます。

"High"を選んだ場合、最も簡単に高いベロシティを生成することができます。鍵盤を非常に軽く押してもなかなか低いベロシティになりま
せん。鍵盤を押す力が弱い方で、より簡単に高いベロシティ値を生成したい方に有用な設定です。

•　固定ベロシティ

"Fixed"（固定）を選択した場合、鍵盤を押す力に関わらず、同じMIDIベロシティが生成されます。"Fixed"を選択すると、"Velocity 
Curve"の隣に "Fixed Velocity"と呼ばれるメニュー項目が表示され、鍵盤を押すごとに適用されるMIDIベロシティを設定できます。

B.　MIDI Clock Rx/Tx

i.　MIDI Clock Rx

MIDIクロック伝送の場合と似たように（次のセクションを参照）、以下の方法で外部MIDIクロックメッセージの受信を有効または無効にし
ます：

1.　"Global"ボタンを押してメニューを表示させます。
2.　"MIDI Clock Rx"とラベルの付いたメニュー項目に "On"または "Off"が表示され、本体が外部MIDIクロックに応答できるかどうかを示
します。

3.　上部のロータリーノブを右に回してMIDIクロックの受信を有効にするか、または左に回してMIDIクロックの応答を無効にします。

"On"に設定されている場合、いずれかのMIDI入力（USBまたはDIN）でMIDIを検出した場合、SL MkⅢが外部クロックに同期されます。
必ずMIDIをUSBまたはDINどちらかへ送信するようにしてください。両方に送信した場合、同期が外れたり、テンポが不安定になる場
合があります。

"Tempo"ボタンを押すことで、SL MkIIIが外部クロックを正常に受信していることを確認できます。その場合、同期されているテンポが
"External"の文字と共に表示されます。外部機器またはソフトウェアのテンポに対して加えられた変更はここに反映されます。再生中にSL 
MkIIIの同期が外れた場合、"Sync Lost"というメッセージが表示され、再生が停止されるまで内部クロックに切り替わりません。

ii.　MIDI Clock Tx

SL MkIIIは内部MIDIクロックを送信することも、外部機器に同期させることも可能なため、他の機器やソフトウェアと一緒に使用する際
に便利です。

以下の方法で、MIDIクロックメッセージの送信を有効または無効することができます：

1.　"Global"ボタンを押してメニューを表示させます。
2.　"MIDI Clock Tx"とラベルの付いたメニュー項目に "On"または "Off"が表示され、クロック送信のオン /オフを示します。
3.　上部のロータリーノブを右に回してクロック送信を有効にする（"オン "）か、左に回して無効にします（"Off"）。

"On"に設定するとSL MkIIIがクロックテンポを送信するため、機器やソフトウェアが SL MkIIIのMIDIクロックを受信するよう正しく設定
されている場合、SL MkIIIに同期した形で作動します。MIDIクロックメッセージが 24PPQN（pulses per quarter note/四分音符あたりの
分解能）でUSB MIDIおよび 2つのDINポートに送信されます。

SL MkIIIアナログクロックを使用している場合、"Clock Out"とラベルが付いたメニュー項目の上のロータリーノブを回して 1、2、4、8ま
たは 24PPQNから選択してください。

"Tempo"ボタンを押すことで、SL MkIIIの内部クロックのテンポを調節できます。Tempoボタンを押すと、LCDが BPM値としてテンポを
表示します。上部のロータリーノブで調整可能です。

C.　MIDI Out 2

"MIDI Out 2"もまた、共通設定の重要な項目です。

"Out"に設定されている場合、SL MkIIIは 2つのMIDI DIN出力を使用することができます。したがって、本体背面の "OUT"や "OUT 
2"DINソケット経由でMIDIクロックを 2つの別々の送信先に送ることが可能です。

しかし、MIDI Out 2を一つの出力から "Thru"に変更することも可能です。"Thru"に設定されている場合、2つ目のMIDI出力はMIDI DIN
入力からのメッセージをMIDI DIN出力へコピーし、SL MkIIIが内部で生成されたいかなるMIDIも出力部へ送信することはありません。

設定が "Thru"に変更された際にパートがMIDI Out 2へルーティングされている場合（セクション 2：パート設定、"送信先の選択 "を参照）、
直前に設定されていたパートの送信先は変わりませんが、MIDIは本体から送信されなくなり、パートから送信されるMIDIがMIDI Out 2か
ら一切送信されなくなります。

D.　Fader Pickup

この設定では、フェーダーとモジュレーションホイールがそれらの現在の値に対して動作する挙動を変更します。以下 4つの項目から選択
できます：

•　Off（デフォルト）：フェーダーおよびモジュレーションホイールのピックアップがオフの状態。
•　On：フェーダーとモジュレーションホイール両方のピックアップがオンの状態。
•　Faders：フェーダーのピックアップがオンであり、モジュレーションホイールのピックアップはオフの状態。
•　Mod Wheel：モジュレーションホイールのピックアップがオンであり、フェーダーのピックアップはオフの状態。
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フェーダー /モジュールホイールのピックアップがオンの場合、コントロール部の物理的位置が以前の値に一致する（または通り過ぎる）
までそのコントロール部からその値が送信されることはありません。これにより、パート間で切り替えた後に値が突然跳ね上がるような事
態を防げます。また、これらのコントロール部のデフォルト値は最も低い位置（フェーダーが一番下に下げられている状態）となっています。

※ InControlを使用している際にはSL MkIIIのフェーダーのピックアップ動作が適用されないためご注意ください。従って、コントローラー
にはHUIまたはお使いのDAWのピックアップ動作が適用されます。

共通設定 - ページ 2：アナログ設定

画面左側の下方向の矢印ボタンを押すことで、さらなる共通設定オプションを表示させることができます。

E.　Clock Out PPQN

トランスポートの実行中は、クロック信号がアナログクロック出力を介して四分音符ごとに送信されます。信号の量は、PPQN（四分音符
あたりの分解能）単位でこのアナログクロック設定により決定されます。PPQNは 1、2（デフォルト）、4、8または 24に設定できます。

F.　CV Mod 1 Rangeおよび CV Mod 2 Range

これらの2つの設定項目によって、各MODポートの出力電圧を指定することができ、"-5～5V"または"0 to 5V"から選択できます。MODポー
トに送信されるあらゆるCCメッセージが、どちらかの範囲にマッピングされます。

G.　CV Mod 1 CC および CV Mod 2 CC

"Mod 1 CC"および "Mod 2 CC"上のロータリーノブを使用して各MODポートに特定のCC番号を設定することができます。本体コントロー
ル部、シーケンサーのオートメーション、または外部MIDIからCVポートへルーティングするパートによってメッセージがこのCC番号と
共に送信される場合、CV MOD出力を制御します。

H.　CV Calibration

CVピッチ出力ポートは、ピッチレンジを正確に表すために較正（カリブレーション）を行う必要があります。"Calibrate"下のソフトボタン
を押すことで、カリブレーションモードに切り替わります。

 

1.　CVピッチポートを較正するには、まず "CV 1 Low"または "CV 2 Low"下のソフトボタンを押します。これにより、ポートの電圧が約
220Hz（A2）に設定されます。ポートに音源を接続して、耳で聞いて調整するかチューナーを使用してチューニングを行います。または、
ポートをオシロスコープまたは測定機器に直接接続して、チューニングを検証することもできます。

2.　すぐ上の Tuneノブを使用して電圧を増減し、正確に 220Hzに一致するまで出力を微調節します。
3.　次に、"CV 1 High"または "CV 2 High下のソフトボタンを押して、今度は 880Hz（A4）に一致するまで同じことを行います。
4.　両方のチューニングが完了したら、"Apply"下のとオレンジ色のソフトボタンを押してこれらの設定を保存します。

これにより、CVピッチポートの全ての範囲のカリブレーションが完了します。"Reset"のソフトボタンを押すと自分で行ったカリブレーショ
ンが削除され、工場出荷時のデフォルト設定が復元されます。"Exit"のソフトボタンを押して共通設定に戻ります。

共通設定 - ページ 3：Key LEDs

Tempo                       INCONTROLGlobalShift
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Sequencer

LatchArp

Scales

Sessions

Patterns

Steps                       

Save

Duplicate

Clear

Grid Options

Pitch Modulation

Octave
Transpose

Track

_ +

Templates

Expand

I.　Key LEDs

"Key LEDs"が "On"に設定されている場合、鍵盤を演奏するたびに鍵盤 LED（各鍵盤の上部）が白く点灯します。

J.　Arp LEDs

"Arp LEDs"がオンの場合、アルペジエーターによってトリガーされるノートにしたがって鍵盤のLEDが白色に点灯します。アルペジエーター
がどのノートを演奏しているか確認する際に役立ちます。

K.　Sequencer LEDs

"Sequencer LEDs"がオンの場合、シーケンサーまたは外部MIDIのいずれかから演奏されるノート（コード、メロディーなど）にしたがっ
て鍵盤 LEDが白く点灯します。
 
L.　Ext.MIDI LEDs

"Ext.MID LED"がオンの場合、本体のMIDIポートを介して受信している方MIDIノートにしたがって鍵盤 LEDが白色に点灯します。

共通設定 - ページ 4：システム

M.　FirmwareおよびBootloader Version

このエリアでは、お使いの SL MkIIIのファームウェアに関する重要な情報を確認できます。これらの情報は、トラブルシューティングの際
に役立ちます。

お使いの SL MkIIIに最新のファームウェアが使用されていることを、定期的にチェックしていただくことを推奨しています。ファームウェ
アアップデートの確認およびダウンロードは、https://components.novationmusic.com　にアクセスし、インストールの指示に従ってくだ
さい。

N.　スタンバイ・アニメーション

SL MkIIIを 5分間操作しないままにしておくと、スタンバイ・アニメーションに切り替わります（「ベガスモード」と呼ばれることもあります）。
本体を再度操作したり、MIDIデータが送信された場合、アニメーションが停止します。シーケンサーが走っている場合、スタンバイ・アニ
メーションには切り替わりません。

"Standby Animation"を "Off"に設定すると、いかなる時間操作を行わなくてもスタンバイ・アニメーションに切り替わりません。

6. CV/GATE
A.　ノート

パート設定ビュー（"Shift"および "Sessions"を同時に押すと切り替わります）を使用すれば、CV/Gateポートのいずれかもしくは両方にパー
トをルーティングできます。このようにパートをルーティングすることで、全てのノート情報が特定のポートに送られます。MIDIノートの
24～ 108は、0～ 7VのCVピッチ電圧範囲へマッピングされます。この範囲外のノートは、最大電圧または最小電圧に固定されます。

CV/Gateはモノフォニックの情報のみ伝送を行えます。そのため、シーケンサー、鍵盤、MIDIからのポリフォニックノートの情報は、直前
に演奏されたノートを使用してモノ信号に変換されます。ノートが有効な間は、Gateのポートは値が高い（オープン）ままになります。全
てのノートが解除されると、ゲートの信号が低いレベル（クローズド）に戻ります。

B.　MOD

パートが CV/Gateポートへルーティングされた場合、個別のMODポートを制御することもできます。各MODポートは、GLOBAL設定
で構成されている単一のCC番号に応答するよう設定されます（GLOBAL設定 /CV Mod 1および CV Mod 2を参照）。CV/Gateポート
へルーティングされるパートがこのCC番号を本体コントロール部、シーケンサー、またはMIDI経由で出力すると、MODポートから 0～
+5Vの範囲の電圧として出力されます。
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7. キーボード設定
A.　オクターブ

オクターブ上下ボタン（"+"および "-"）はキーボードのオクターブを補正します。両方のボタンを同時に押すと、キーボードのオクターブ
がデフォルトにリセットされます。

キーボードのゾーンには追加的または独立のオクターブを適用させることができます。詳細は "ゾーン "に関するドセクションを参照してく
ださい。

B.　トランスポーズ

"Shift"およびオクターブ "+"/"-"ボタンを同時に押すと、キーボードのMIDIノートが半音単位でトランスポーズされます。Shiftおよびオクター
ブ "+"/"-"ボタンを全て同時に押すと、トランスポーズがリセットされます。これによって、白い鍵盤だけを演奏しても、別のルートノートを
持つメジャー /マイナースケールが演奏されるといった面白い効果が生まれます。

キーボードのゾーンは、追加的なまたは独立したトランスポーズを適用させることができます。詳細はキーボードのゾーンに関するセクショ
ンを参照してください。

8. テンポ /スウィングビュー
A.　テンポの設定

SL MkIIIでテンポを制御している場合（=外部機器のテンポのスレーブとなっていない場合）、以下の方法でテンポを設定できます：

1.　"Tempo"ボタンを押してテンポ /スウィングビューに切り替えます。
2.　ディスプレイが変更されて、テンポ（BPM）およびスウィング値が表示されます。
3.　一番左のロータリーノブを回すことで、テンポを 40～ 240BPMの整数値に変更できます。

B.　クロックソースの表示

SL MkIIIが有効なMIDIクロックを受信すると（MIDIクロックRxの設定がオンの場合　）、テンポの面が更新されて "External"と表示され
ます。最初はテンポの値が変動しますが、すぐに受信したクロック値に落ち着きます。キーボードは外部クロックのスレーブとなっている
ため、上部のロータリーコントロールを使用してテンポを変更することはできません。

クロック信号が停止したり失われた場合、SL MkIIIは内部テンポへ戻るため、再度ロータリーノブを使用してテンポを調整することができ
ます。

クロックソースはトランスポートが停止している間のみ変更できます。シーケンサーが外部クロックと同期して実行されている際にクロッ
ク信号が停止したり失われた場合、ディスプレイに "Sync Lost"と表示されます。シーケンサーはトランスポートが停止されるまで "Sync 
Lost"の状態を保ちます。トランスポートの停止ボタンを押した後、外部信号が利用できる場合には、シーケンサーは再度外部クロックを
使用し始めます。利用できない場合、内部クロックを使用します。

C.　スウィング

SL MkIIIのスウィング機能では、MIDIノートを数学的に正確な位置から動かすことによって、より自然で人間的なサウンドを実現します。
これにより、スウィング効果が生まれ、よりリアルなグルーヴが生まれます。アルペジオやパターンが少し堅苦しく感じる場合には、スウィ
ングを追加してみると良いでしょう。

スウィングは、スウィング同期レートの偶数拍を奇数拍により近づけるようにして効果を生成します。例えば、「1-2-3-4-1」などの一般的な
ビートパターンに関しては、スウィングを 50%より大きい値にすると 2拍目と 4拍目がそれぞれ 3拍目と1拍目の方に近づいて遅らされま
す（※この 1拍目が次の測定の開始となります）。逆に 50%より小さい値のスウィングの場合、2拍目と 4拍目がそれぞれ 1拍目と 3拍目
に近づいて前のめります。

グローバルスウィングは、20%～ 80%に調節できます。デフォルトでは 50%に設定されており、スウィングが全く適用されていない（リ
ズムに変更が加わらない）状態です。50%を超える値の場合、プラスのスウィングが追加され、50%未満であればマイナスのスウィング
が追加されます。

D.　スウィング同期レート

スウィング同期レートを変更すると、スウィングが適用される範囲が調整されます。これによって、スウィングパラメータが代替ノートを動
かすテンポの間隔が定義されます。デフォルトでは 1/16に設定されており、シーケンサーとアルペジエーターが 16分音符のペアでスウィ
ングすることを意味します。"T"は三連符の同期レートを示します。

E.　タップテンポ

"Tap"ボタンを押すことで、直感的にテンポを設定することができます。テンポが検出されるためには、最低 3回 Tapボタンを押す必要が
あります。本体が外部クロックと同期している場合、タップテンポは利用できません。

9. トランスポート
SL MkIIIの一番右端にあるのが "トランスポート "として知られるボタン列です。

A.　開始 /停止 /継続

以下の方法で、全てのモードで（InControlモードを除く）シーケンサーを開始、停止、継続することができます。これらのメッセージは
MIDI Clock Txがオンの場合にのみ送信されます。

1.　再生ボタンを押すとシーケンサーの再生が開始され、MIDI開始メッセージが送信されます。
2.　停止ボタンを押すとシーケンサーの再生が停止され、MIDI停止メッセージが送られます。
3.　"Shift"を押しながら再生ボタンを押すと、現在の位置からシーケンサーの再生が開始され、MIDI継続メッセージが送られます。
4.　シーケンサーの実行中に再生ボタンを押すとMIDI停止メッセージが送信され、それに続いてMIDI開始メッセージが送信されます。再
生ボタンを押すと、セッションの頭からシーケンサーが再び開始されます。

i.　外部コントロール

SL MkIIIのトランスポートは外部からも制御できます。外部メッセージを受信した場合、シーケンサーはそれぞれ以下のように動作します。

1.　開始メッセージが受信された場合、シーケンサーの再生が開始します。
2.　停止メッセージが受信された場合、シーケンサーの再生が停止します。
3.　継続メッセージが受信された場合、シーケンサーは現在の位置から再生を開始します。
4.　シーケンサーが走っている間に開始メッセージが受信された場合、そのメッセージは無視されます。

※上記のメッセージ（"システムリアルタイムメッセージ "として知られています）はMIDI InまたはUSB MIDI Inポートで受信されます。

B.　ソングポジション

SL MkIIIの内部のソングポジションは、外部ソースに従って移動させることも可能です。シーケンサーを停止させた状態で、MIDI Inまたは
USB MIDI Inポートのいずれかがソングポジションポインター（SPP）を受信した場合、内部のソングポジションが更新され、メッセージ
が再度伝送されます。

しかし、シーケンサーが実行中の場合には、SL MkIIIはソングポジションメッセージを無視します。
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10. ゾーン
"Zone"（ゾーン）は、キーボードをエリア（=ゾーン）ごとに分割する強力な機能です。ゾーンは 1つのノートにも、キーボード全体にも
なり得ます。ゾーンは高度なカスタマイズを行うことができ、例えばドラムのサウンドをある1オクターブ内で演奏し、ベースを別のオクター
ブ内で演奏し、シンセのサウンドをさらに別のオクターブで演奏するといった設定を行うことが可能です。この柔軟性の高い機能によって、
ライブパフォーマンスや自分用にカスタマイズしたセットアップを理想的に行えます。

 A.　ゾーンのオン /オフ切替

"Shift"を押しながら "Zones"ボタンを押して離すことによってゾーンを有効にできます。ゾーンを有効にすることで、以下のオプションを
利用できます。

i.　鍵盤の LEDがゾーンを視覚化

各鍵盤の上部にあるカラー LEDは、ゾーンおよびそれに割り当てられた送信先パートを示します。これらのライトによって、鍵盤上のゾー
ンの範囲を視覚的に確認できるほか、異なるカラーがそれぞれの送信先パートに対応します。LEDはゾーン範囲内の有効な鍵盤上でのみ
点灯します。例えば、スケールを使用中そのスケール範囲外の鍵盤上のライトは点灯しません。

ゾーン同士が重なった場合、最も低い番号を持つゾーンが優先して点灯します。例えば、ゾーン 1はゾーン 2より優先され、ゾーン 1の範
囲が LEDで示され、ゾーン 2と重複している部分の LEDもゾーン 1によって示されます。

ii.　ゾーンビュー切替

ゾーンビューでは、用途に応じてゾーンをカスタマイズできる場所です。"Zones"ボタンを押すとゾーンビューに切り替わります。

ゾーンビューでは、選択されたゾーンの LEDのみが点灯します。

画面左の上下の矢印ボタンを押すことで、ゾーン設定ページ（1-2）を移動できます。この2ページ間では、各ゾーンで調整可能な14のパラメー
タが設定できます。

B.　ゾーンを選択する

Zonesボタンを押してゾーンビューに切り替えた後、ゾーン名（"Zone 1"、"Zone 2"など）下のソフトボタンを教えてゾーンを選択します。
最大で 8つの独立したゾーンに対応しています。

C.　ゾーンの有効 /無効化

ゾーンを選択した後、一番左のロータリーノブ（"Active"のすぐ上）を使ってゾーンの有効（"On"）と無効（"Off"）を設定できます。

"Off"に設定されると、ゾーンのその他のパラメータ（"Dest.Part"～ "Channel Pressure"）がグレーアウトします。"On"に設定すると、こ
れらのパラメータが明るく表示されます。

D.　ゾーンの送信先設定

ゾーンビューで、左から 2番目のロータリーノブ（"Dest. Part"上）を使ってゾーン送信先パートを選択します。送信先は "Selected"（デフォ
ルト）またはパート 1～ 8より選択できます。新しいパートを選ぶと、鍵盤上の LEDの色が変化します。
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E.　ゾーンのキーボード範囲設定

SL MkIIIの 49鍵盤バージョンでは、各ゾーンのデフォルト範囲はC1～C5（全 49ノート）ですが、61鍵盤バージョンではC1～C6（全
61ノート）となっています。

i.　メニューから

ゾーンビューでは、3番目と 4番目のノブによって最低キーから最高キーを指定してゾーンの範囲を定めます。最低キーと最高キーもこの
範囲に含まれます。

ゾーンモードは重複しているゾーンにも対応しているため、ピアノとシンセや生ドラムと電子ドラムなど、サウンドをブレンドしたい場合に
便利です。もちろん、パートの重ね方はユーザーのみなさん次第です。

ii.　キーボードから

鍵盤を使用してゾーンの範囲を設定することも可能です。その場合、ゾーンビューを選択した後に画面下の "Zones"ボタンを長押ししてく
ださい。鍵盤上の低いキーと高いキーを選ぶよう指示があるので、ゾーン範囲を設定してください。

F.　ゾーンのオクターブ /トランスポーズ設定

ゾーンビューで5～8番目のノブを使うと、ゾーンが全体のキーボードオクターブおよびトランスポーズの設定に従うかどうか選択できます。
さらに、オクターブとトランスポーズのパラメータを使用して、選択されたゾーンへオフセットを適用することができます。デフォルトでは、
オフセットの値は "0"で、両方の "Follow"（従う）設定は "On"となっています。

"Follow"設定上のノブを回して、"On"または "Off"を選択します。オンの場合、ゾーンの動作はオクターブおよびトランスポーズボタンに
影響されます。オフの場合には影響されません。"Offset"パラメータ上のノブを回すと、選択したゾーンへの永久的なオクターブおよびト
ランスポーズシフトを設定できます。

G.　ゾーンのホイールの有効 /無効化

ゾーンビューのページ 2では、4番目と 5番目のノブで "Pitch"（ピッチベンド）および "Modulation"（モジュレーションホイール）が現在
選択中のゾーンに影響を与えるかどうか選択できます。デフォルトでは、両方とも "On"に設定されています。"Pitch"および "Modulation"
上のそれぞれのノブを回すことで、ホイールの効果のオン /オフを切り替えられます。

H.　ゾーンのチャンネルプレッシャーの有効 /無効化 e

ゾーンビューの 2ページ目では、6番目のノブでキーボードのチャンネルのアフタータッチ（圧力）が現在選択中のゾーンに影響を与える
かどうか選択できます。デフォルトではオンになっています。"Channel Pressure"上のノブを回してオン /オフのいずれかを選べます。

I.　ゾーンのペダルの有効 /無効化

ゾーンビューの 2ページ目では、1～ 3番目のノブでエクスプレションペダル（"Expr. Pedal'"）、サステインペダル、フットスイッチの信号
が現在選択中のゾーンに適用されるかどうかを設定します。デフォルトではこれら 3つ全てのオプションがオンに設定されています。それ
ぞれの項目の上部のノブでオン /オフを切り替えられます。
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11. セッション管理
"Sessions"ボタンを押すと、セッションビューに切り替わります。セッションビューでは、8x2パッドを使用して作成したセッションの保存
や読み込みを行えます。
 
8x2のパッドエリア左側の矢印ボタンを使用して、セッションビューのページを変更します。1ページごとに 16のセッションが保存でき、
全 4ページで合計 64のセッションが扱えます。

セッションには名前がつけられ（Components上で作成できます）、色の変更も可能です。"Save"ボタンを一度押してから、画面下 1～
2番目のソフトボタンを使用して色を選択します。"Save"ボタンを再度押して確定します。

A.　セッションの読み込み

セッションを読み込むにはまずセッションビューに切り替え、8x2のパッドエリアのパッドを1つ押します。

B.　セッションの保存

現在操作中のセッションはいつでも保存が可能です。"Save"ボタンを一度押すと点滅するので、"Save"ボタンを再度押して確定します。

選択されているセッションビューでは、そのセッションを新しい場所に保存したり、セッションの色を変えることも可能です。"Save"ボタ
ンを一度押すと点滅するので、画面下の左から1～ 2番目のソフトボタンを使用して様々なセッションの色を選択できます。色が決まった
ら "Save"ボタンを再度押してそのまま保存するか、または別のセッションパッドを選択して新しいスロットにセッションを保存します。こ
の操作によって、そのスロットに現在保存されているデータは上書きされます。

C.　セッションの消去

セッションを選択した後に、"Clear"ボタンを押したまま現在のセッションに対応するパッドを押すと、全てのデータが消去され、そのセッショ
ンの設定がデフォルトの状態にリセットされます。

D.　セッションのキュー

セッションビューでは、シーケンサーが再生中に新しいセッションの再生準備をすることができます。パッドを押すと点滅し、トラック 1（マ
スタートラック）で現在演奏されているパターンの再生が終了次第そのセッションが再生される準備が整っている（キューが設定されている）
ことを示します。再生されるとそのパッドが白く点灯します。

E.　インスタント・セッションスイッチ

セッションビューでは、シーケンサーが再生中に新しいセッションに即座に切り替えることが可能です。"Shift"を押したままそのセッション
パッドを押すと実行されます。現在再生中のパターンの位置によって新しいセッションが演奏されます。
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F.　プログラムチェンジを使用したセッションの読み込み

チャンネル 16でプログラムチェンジ・メッセージを本体に送信することで、セッションを読み込むことが可能です。デフォルトでは、示さ
れているセッションが即座に読み込まれます。64がプログラム IDに追加された場合、セッションの読み込みが（再生中に）キューされます（"
セッションのキュー "参照）。

G.　ソングセレクトを使用したセッションの読み込み

シーケンサーが停止している間にソングセレクト・メッセージを本体に送信することで、セッションを読み込むことが可能です。読み込むセッ
ションはソング IDによって示されます。

H.　保存のロック

"Save Lock"（保存のロック）機能では、セッションの保存ができないようロックすることが可能です。これを行うには、"Shift"および
"Save"ボタンを押しながら本体をオンにします。電源ボタンを使用して本体がオフにされると、設定が保存されます。保存のロックがオン
の場合、点灯している "Save"ボタンの LEDが消灯し、セッションの保存ができない状態を示します。保存のロックをオフにするには、同
じ手順を繰り返します。

12. スケール
A.　スケールの有効 /無効化

スケールビューは、初心者の方がコードとスケールの基礎を学習し始めるための優れた入口となります。

 
"Shift"を押しながら "Scale"ボタンを押すと、スケールビューの有効 /無効を切り替えられます。

スケールビューが有効の場合、鍵盤を演奏している場合にもシーケンサーを使用している場合にも、選択したスケール内でのみノートが演
奏されます。スケールの種類は、西洋音楽の伝統的なスケール（Cメジャー、Eドリアンなど）からマルバのようなそれ以外の音楽のもの
にまで多岐にわたります。スケール設定（"スケール設定 "を参照）で、スケールを切り替えることができます。

スケールが有効の場合、鍵盤上の LEDが次のように動作します：

•　ルートノート（音）が明るく点灯
•　スケール内のノートが暗く点灯
•　スケール外のノートがオフ（消灯）

つまり、スケールビューがオンの場合、（明るい /暗い）鍵盤を弾くことで選択されたスケール内でのみノートを演奏することができます。

B.　スケール設定

"Scale"ボタンを押すと、様々なスケール設定が画面上に表示されます。

i.　ルートノート（音）

一番左の "Root"とラベルの付いたオプションでは、スケールのルート音を変更できます。上部のロータリーノブを回して、以下のクロマチッ
クノートからスケールのルート音を選択できます：C、C#、D、E、Eb、F、F#、G、Ab、A、Bb、B
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ii.　スケールタイプ

ルート音を決定したら、次にスケールタイプを選択する必要があります。"Type"上部のロータリーノブを回して、以下のスケー
ルのうち 1つを選択します：ナチュラルマイナー、メジャー、ドリアン、フリジアン、ミクソリディアン、メロディックマイナー、 
ハーモニックマイナー、ビバップドリアン、ブルース、マイナーペンタトニック、ハンガリアンマイナー、ウクラニアンマイナー、マルバ、トディ、
ホールトーン、クロマチック

iii.　シーケンスのトランスポーズ

"Sequence Transpose"上部のノブを回すと、シーケンサーによって生成され演奏されるノートにトランスポーズ値が適用されます。つまり、
設定された値の分シーケンスが組まれたパートの音程がずらされます（例：5半音）。ルートやタイプとは独立して無関係に機能するため、ノー
ト自体をトランスポーズすることなくシーケンサーのパートにスケールを適用できます。

シーケンスは、上下に 11半音まで（半ステップ）トランスポーズできます。

iv.　 スケールモード

"Scale Mode"というラベルが付いている画面エリアでは、選択されているスケール外のノートをスケールビューがどのように処理するかを
設定できます。各設定は以下のように動作します：

•　Snap - スケール外のノートが（高低関わらず）最も近いスケール内のノートにスナップ（吸着）します。
•　Filter - そのスケール内に存在しないノートが演奏されません（=正しいノートに吸着されません）。
•　Display Only - スケール内に存在しないノートも修正されることなく使用できます。この設定では、鍵盤の LEDが演奏を行う上でのガ
イドとなりつつ、一方でノンダイアトニックのノート（スケール外のノート）も自由に演奏を行えます。

v.　パートごとのスケールのオン /オフ切替

パッド上部（および画面下）のソフトボタンを押すことで、パートごとにスケール機能のオン /オフを切り替えられます。したがって、スケー
ルモード（およびその設定）の影響を受けるパートと受けないパートを選択することが可能です。

これはドラムパートによく使用されうるオプションです。一般的なドラムバンクはピッチに従って配列されないため、スケールを念頭に置い
て演奏することが難しくなります。したがって、パーカッションパートを演奏している間はスケールモードをオフにして、シンセ、ベース、
ストリングスなどパートではオンのままにしておく、といった設定が可能です。

13. MIDI ポート /ルーティング
A.　ホスト入力

i.　MIDI - パートから送信されるMIDIがUSBにルーティングされる場合に使用されます。Componentsを使ってコンテンツを転送する際
にも使用されます。

ii.　InControl - InControlまたはHUIプロトコルを使用してDAWと通信する際に使用されます。

iii.　From DIN 1 - MIDI DIN 1から受信したMIDIを転送し、本体をMIDIインターフェースとして使用できるようにします。

B.　出力

i.　MIDI - MIDIをパートに送ってシーケンサーに録音する際に使用されます。Componentsを使ってコンテンツを転送する際にも使用され
ます。

ii.　InControl - InControlまたはHUIプロトコルを使用してDAWと通信する際に使用されます。

iii.　To CV/Gate - SL MkIIIの機能によって影響されることなく、このポートに送信されるノート情報が変更されずにCV/ゲートポートか
ら直接送信されます。MIDIチャンネル 1および 2は、CV/Gateポート 1および 2を個別に指定するために使用されます。CC番号が各
MOD出力（GLOBAL設定 /MOD CCを参照）に割り当てられてこのMIDIポートに送られるCCメッセージは、それらのMODポートに
直接出力されます。

iv.　To DIN1/DIN2 - SL MkIIIの機能によって影響されることなく、これら 2つのポートに送信される全てのMIDIが、変更されずに、個別
のMIDI DINポートから直接転送されます。

14. Components
A.　テンプレートエディター

テンプレートはComponentsを使用して編集でき、送信されるメッセージやロータリーノブ /フェーダー /ボタン /パッド /ホイール /ペダ
ルの動作をカスタマイズできます。Componentsのリンクは、"2. テンプレート "を参照してください。

B.　Librarian

SL MkIIIの Librarian機能を使用することで、セッションやテンプレートの送受信をSysEx経由で行えます。この送受信はComponentsを
使用して主に行われます（Componentsのウェブサイトリンクは、"2. テンプレート "を参照）。

コンテンツが SL MkIIIに送信されると、本体がコンテンツ転送モードに切り替わります。このモードではトランスポートが停止され、UIコ
ントロールが無効になります。画面上に転送の進捗が示されます。

転送が完了するとコンテンツ転送モードが終了され、直前のビューに戻ります。

転送が不完全または正常に行われなかった場合、短い一時停止（1秒）の後コンテンツ転送画面に切り替わります。

C.　ファームウェアのアップグレード

新しいファームウェアが利用できる場合、Componentsを使用してアップグレードが可能です。"2. テンプレート "に記載のリンクからスタ
ンドアローンのComponentsアプリケーションをご利用いただけます。

B.　HUI

HUIプロトコルを利用すれば、SL MkIIIをMackieのHUIのように機能させることができ、HUIに対応しているDAWと相互に作用させる
ことができます。
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B.　HUI

HUIプロトコルを利用すれば、SL MkIIIをMackieのHUIのように機能させることができ、HUIに対応しているDAWと相互に作用させる
ことができます。
（例：Steinberg、Cubase、Pro Toolsなど）

i.　HUIハートビート

InControlを押した後に（DAWから送られる）ハートビートメッセージを検出次第、SL MkIIIがHUIビューに切り替わります。3秒以上ハー
トビートメッセージが受信されない場合、自動的に InControlモードに戻ります。

ii.　チャンネルコントロール

•　ボリューム

本体右に備わった 8つのフェーダーを使用して、チャンネルのボリュームを変更できます。各フェーダー上部の LEDがその値を示します。

•　パン

ロータリーノブを使用して、チャンネルのパンポジションを変更できます。各ノブの下に現在のパンポジションが表示されます。

•　ミュート /ソロ /アーム

本体右に備わったソフトボタンを使用して、各チャンネルのミュート、ソロ、アーム機能を制御できます。デフォルトではミュートおよびソ
ロのみが可視化されていますが、上方向のページボタンでアームにもアクセスできます。ボタンの LEDはお使いのDAWによって異なる
動作をします。例えば Pro Toolsの場合、アームボタンがオンの場合点滅します。

•　センドコントロール

"Options"ボタンを押すとエンコーダーのアサインメニューにアクセスでき、センドレベルを制御するようエンコーダーを設定できます。画
面隣のページ上下ボタンを使用してセンドグループ A～Eにアクセスします。本マニュアル作成時点では、Pro Toolsの場合のみロータリー
下部にセンドの名前が表示されます。

•　トランスポートコントロール

トランスポートボタンによって、各DAW上の対応した機能を制御することができます。その動作はほとんど同じですが、各ボタンの機能
はDAWによって異なります。基本的には以下のような機能となっています：（左から順に）巻き戻し、早送り、停止、再生、ループのオン
/オフ、アーム /録音

•　"Track"の左 /右ボタン、バンクの左右移動

"Track"の左 /右ボタンで、現在操作しているバンク（8チャンネル）を 1チャンネルずつ左右に移動させられます。"Shift"を押したまま
"Track"の左 /右ボタンを押すことで、完全な 1つのバンクを左右に移動できます。

•　キーボードショートカット

Shiftを押したまま本体左に位置するソフトボタンを操作することで、様々なキーボードショートカットにアクセスできます。これらのボタン
に備わった LEDの機能はDAWによって異なります。

•　ボタン 01（一番左）を押すとアンドゥが行われます。Pro Toolsでは、アンドゥの後にこのボタンが点滅し、リドゥを行う必要があるか
確認します。

•　ボタン 2/3を押すとプリロールとポストロールが切り替わります。
•　ボタン 8（一番右）を押すとDAWのセッションが保存されます。例えば Pro Toolsの場合、ボタン 8を押した後に "Save"ボタンが点
滅を始めます。これは、Pro Toolsによる保存の確認機能です。再度ボタンを押すことで保存を行えます。

iii.　DAWのセットアップ

•　Cubase

SL MkIIIをCubaseのHUIコントロールサーフェスとしてセットアップするには、"Studio" > "Studio Setup" > "MIDI Port Setup"の順に移
動します。ポートは必ず下記のように設定してください。"Novation SL MkIII SL MkIII InControl"ポートで "in ‘all MIDI ins"を有効にしない
ようにしてください。

15. InControl
"InControl"ボタンを押すと、InControlモードに切り替わります。InControlモードは、SL MkIIIをPro Tools、Cubase、Reaper、Logic、
Reason、そして Liveのような代表的なDAWとシームレスに統合させるための機能です。次の表では、InControlが対応する各DAWの
機能を示しています。

A.　DAW別対応機能
機能 Pro Tools Cubase Studio One Reaper Logic Reason Ableton

チャンネル制御

フェーダーを使用したボ
リューム制御

可 可 可 可 可 該当なし 可

エンコーダーを使用したパ
ンの制御

可 可 可 可 可 該当なし 可

トラックの選択 可 可 可 可 可 該当なし 可

トラックのミュート 可 可 可 可 可 該当なし 可

トラックのソロ 可 可 可 可 可 該当なし 可

トラックのアーム 可 可 可 可 可 該当なし 可

トランスポートの制御

巻き戻し 可 可 可 不可 可 可 可

早送り 可 可 可 不可 可 可 可

停止 可 可 可 可 可 可 可

再生 可 可 可 可 可 可 可

録音（アーム） 可 可 可 可 可 可 可

ループ 可 可 可 不可 可 可 可

トラックのナビゲーション

トラックの左右移動 可 可 可 可 可 可 可

バンクの左右移動 可 可 可 可 可 可 可

トラック 名 可 可 可 可 可 不可 可

その他

保存 可 可 可 可 不可 該当なし 可

アンドゥ 可 可 可 不可 可 該当なし 可

プリロール 可 可 可 不可 不可 該当なし 可

ポストロール 可 可 該当なし 該当なし 不可 該当なし 可

カウントイン 不可 不可 不可 不可 可 該当なし 不可

エンコーダーを使用した送
信の制御

可 可 可 該当なし 可 該当なし 可

メトロノーム 不可 不可 不可 不可 可 可 可

クリップ コントロール 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 可

デバイスコントロール 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 可 可 可

Smart Control 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 可 該当なし 該当なし
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Cubaseの "Studio Setup"ウィンドウ内の小さな "+"アイコンをクリックして、'Mackie HUI'を選択します。次に "Mackie HUI"のタブで、
入力 /出力ポートを以下のように "Novation SL MkIII SL MkIII InControl"に設定します：

※Windowsの場合、"Novation SL MkIII SL MkIII"ポートが "MIDIIN(put)"/"MIDIOUT2"またはそれに似たものによって表示される場合があ
ります。

•　Reaper

SL MkIIIと連携させる場合、Reaperバージョン 5.941以降が必要となります。

SL MkIIIをReaperのHUIコントロールサーフェスとしてセットアップするには、"オプション " > "設定 ..." > "MIDIデバイス "の順に移動
します。 
ポートは上記のように必ず"Focusrite A.E. SLMKIII InControl"に設定します（Focusrite A.E. SLMKIII MIDIIN2 for Windows）。"Focusrite A.E. 
– Novation SL MkIII – SL MkIII InControl"ポートに "!! N/A..."と表示されないようにします。表示されてしまう場合、機器を右クリックして
"Forget device"を選択してください。
 
"Reaper 設定 "ウィンドウ内の "Control/OSC/web"タブに移動し、"Add"をクリックして新しいコントロールサーフェスを追加します。
次に、"Control Surface Settings"ウィンドウで "Control surface mode"を "HUI （partial）"に設定し、入力 /出力ポートを以下のように
"Focusrite A.E. – Novation SL MkIII – SL MkIII InControl"に設定します：
 

iv.　 Pro Tools

Pro Tools内で SL MkIIIをセットアップするには、"設定 " > "ペリフェラル ..." > "MIDIコントローラー "の順に移動します。お使いのポー
トが以下の通りセットアップされていることを確認してください。タイプを 'HUI'に設定し、「受信元と送信先」を‘Novation SL MkIII, SL 
MkIII InControl’ポートに設定します。(MIDIIN 2 on Windows)。
 

C.　Ableton Live

i.　セットアップ

1.　"Live"メニューから "環境設定 "に移動します。以下のショートカットキーでも可能です：Command (Mac) / Ctrl (Windows) + "<"
2.　 "Link/MIDI"タブをクリックします。
3.　"コントロールサーフェス "のドロップダウンメニューで "SL MkIII"を選択します。
4.　次に、入力 /出力オプションの両方のドロップダウンメニューで "Novation SL MkIII"を選択します。
5.　最後に、"MIDI Ports"セクションで "Novation SL MkIII"（"SL MkIII MIDI"）の "トラック "、"同期 "、"リモート "をオンにします。これ
らの設定は必ず入力と出力の両方に対して行ってください。さらに、"SL_MkIII Input"と "SL-MkIII Output"両方の "トラック "を "オン
"に切り替えます。

 
ii.　Liveセットのナビゲーション

•　選択リング

SL MkIIIが Ableton Liveセットに正しく接続されると、Liveのセッションビュー内に四角形の赤い枠が表示されます。InControlボタン
を押すと（まだ押していない場合）、現在赤い枠の中に配置されているトラックの名前が SL MkIIIの画面下部に表示されます（"Bass"や
"7-Audio"など）。SL MkIIIはこれらのトラックを様々な方法で制御できます：パッドは赤い枠の中に配置されているクリップを表し（制御
し）、フェーダーはトラックボリュームを、画面上部のロータリーノブは Liveデバイスのパラメータを制御します（ここに記しているのは
InControlの機能の一部であり、さらなる機能が備わっています）。次のセクションから、SL MkIIIで Ableton Liveを制御する方法をさらに
詳しく解説します。

•　トラック選択

Ableton Liveセット内でトラック選択を行う方法の一つとして、左右の "Track"ボタンを使用する事が出来ます（上図、緑に点灯）。右の
Trackボタンを押すると現在選択されているトラックの右のトラックが選択され、左の Trackボタンを押すと左のトラックが選択されます。
トラックを選択してもアームはされませんが、そのデバイスを表示または変更できるようになります（トラックのアームに関しては "8x2の
ソフトボタン "セクションを参照）。

赤い四角形で囲まれた範囲は視覚的な補助であり、その範囲は左右の Trackボタンで動かす事が出来ます。これにより四角形がドラッグさ
れ、新たな範囲に含まれるトラックが選択されます。四角形の範囲内には一度に 8トラックのみ含まれます。

Shiftボタンを押しながら左右の Trackボタンを押すことで、8トラック分の選択範囲を一度に移動させることができます（トラックがある
場合）。この場合、選択されるトラックはそのポジションを保ちます。例えば 2番目のトラックを選択している際に 8トラック分選択範囲を
一度に右方向に移動させた場合、選択されるトラックは新しい選択範囲内の 2番目のトラック、つまり10番目のトラックとなります。

選択されたトラックが移動させた方向の最後のトラックの場合、その方向の Trackボタンの点灯が暗くなり、その方向にこれ以上移動させ
られないことを示します。例えば、Live内のトラック番号 1が現在選択されている場合（例："1 Simpler"）、その左側にはさらなるトラック
が無いため、左の Trackボタンが緑に点灯しません。
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•　上下ボタン

上下の矢印ボタン（パッド左側）を押す事で、Ableton Liveのセッションビュー内を縦方向に移動できます。これらのボタンは選択範囲を
一度に 1シーン分上下に移動させる事ができ、Liveセット内でより多くのクリップおよびシーンをローンチ、録音、または停止できます。

•　ソフトキー

赤く囲まれた選択範囲内で直接トラックを選択する別の方法として、8つのソフトキー（画面下部およびパッド上部）を使用でき、左右の
Trackボタンを使用するよりも素早く選択できる場合があります。やはりこれらのソフトキーもトラックの順番に対応しており、例えば、トラッ
ク 1～ 8が選択範囲内に含まれている場合、一番左のソフトボタンはトラック 1を選択し、その隣（右）のボタンはトラック 2を選択します。

•　スクリーンラベル

スクリーンラベル（上図内で赤く示されているもの）によって、画面内で現在どのコントロールが表示されているのかが確認できます。
Liveデバイスやデバイスのパラメータが変更されるたびにこのラベルが移動し、現在コントロールしているものが視覚的にわかります（"
オプション "セクションで Liveデバイスの表示や編集の詳細について解説しています）。

•　コントロール通知

通知画面の最下部は、特定のパラメータに対して行った変更による即時的なフィードバックを与えるエリアとなっています。このフィード
バックはポップアップ型の通知であり、変更が行われた時のみ示され、その後また消えます。上図では、インストゥルメント "TR-909"を
含むトラックの入力モニタリングモードが "In"に変更されています。この通知エリアでは、フェーダーが動かされた場合にはボリュームの
変更も示されます。
 

iii.　パッド

•　クリップおよびシーンのコントロール（旧：クリップおよびシーンのローンチ /停止）

デフォルトでは、SL MkIIIの8x2パッドはAbleton Liveのセッションビューのクリップを表します。そして、選択範囲内のクリップや空のクロッ
プスロットを示すため、録音 /ローンチ /停止を行えるローンチが視覚的にわかります。

トラックがアームされている場合、使用できるクリップスロットのパッドが赤色に変化します。これらの赤いパッドを押す事でその録音を開
始できます。再度押す事でクリップの録音を停止し、再生を開始できます。
すでに録音されており、ローンチまたは再生準備ができているクリップは緑色に点滅します。録画されていても待機状態のクリップはその
トラックの色になります。つまり、（明るい赤色ではない）色が付いているパッドを押す事で再生が開始できます。

パッド列右側の再生ボタン（緑の右矢印ボタン）を押すと、シーン（すなわち同じ横一列内の全てのクリップ）をローンチできます。この場合、
そのシーンが正常にローンチされるまで再生ボタンと使用できるクリップが点滅します。

アームされていないトラックのクリップを停止するには、同じトラックの上または下の暗い（未点灯の）パッドを押します。

アームされていないトラックの停止または全てのクリップの停止を行うには、まず Shiftボタン（本体左上部）を長押しします。すると、パッ
ドの下の列および下のシーンローンチボタンが赤色になるので、赤いパッドを押すとそのトラック上のクリップが停止され、赤い再生ボタ
ンを押すと再生中の全てのクリップが停止します（Live内での全クリップ停止ボタンの機能に相当します）。

•　グリッド

パッドのすぐ左上には "Grid"ボタンが備わっており、Gridボタンを押すとパッドがドラムビューに切り替わります。また、Gridボタンが緑
色に変わります。ドラムビューでは、パッドを使用してドラムやサンプルを演奏できるため、Ableton Liveのドラムラックの演奏に最適です。
鍵盤よりも使いやすいと感じる方もいるでしょう。

下の列の一番左のパッドはC1を、その右のパッドはC#2を、そして上の列の一番右のパッドがD#2をといったようにトリガーが行われま
す。より低い /高いオクターブにアクセスする場合には、パッドエリアすぐ左の緑の上 /下ボタンを押します。

ドラムラックがトラックに含まれている場合、オーディオサンプルを含むパッドが黄色く点灯します。最後に再生されたパッドは青色に、
ミュートされたパッドはオレンジに、そしてソロモードのパッドは紫色に点灯します。また、空のパッドは点灯しません。

"Grid"ボタンをもう一度押す事で、パッドを使って再度クリップのローンチを行えるようになります。

iv.　8x2のソフトボタン

8x2のソフトボタンエリア（フェーダー上部）では、トラックの状態を素早く変更できます。一番右の画面のボタンラベルには、ソフトボ
タンの現在の機能が表示されます。

•　ミュートおよびソロ

デフォルトでは、8x2 ソフトボタンの機能はバンク 1にしたがって、上の列の黄色いボタンがトラックのミュート /アンミュートを、下の列
の暗い青色のボタンがソロのオン /オフの切り替えを担っています。ミュートされると黄色のソフトボタンが暗い黄色に変わり、トラックが
ソロにされると対応するソフトボタンが明るい青色に変わります。

•　モニターおよび録音アーム

8x2のソフトボタンエリアの右側の緑色の下方向のボタンを押す事で、バンク 2に移動することができます。バンク 2に移動すると、上の
列のソフトボタン（黄色）でMIDI/オーディオのモニタリングオプションを選択できることが一番右の画面で確認できます。デフォルトで
は Ableton Liveのトラックは "Auto"に設定されていますが、上の列のボタンを押すことでモニタリングを "Off"または "In"に変更できます。
下の列のボタン（暗い赤色）では、録画アームオプションを制御します。トラックを "Monitor In"に設定するとそのソフトボタンが水色に
変わり、トラックを録音アームするとそのソフトボタンが明るい赤になります。

v.　オプション

オプションビューでは、様々なトラックのパラメータの表示 /編集のほか、デバイスチェーンの表示やチェーン内のデバイスからの選択が
可能です。

InControlモード内で "Options"ボタンを押すと、オプションビューが開きます。

•　デバイスチェーンの表示とデバイスの選択

オプションビューに入ると、現在選択されているトラック上のデバイスチェーンが各画面上部に表示されます。デバイスは Abletonの内蔵
インストゥルメントやオーディオ /MIDIエフェクト、またはサードパーティー製のものである場合があります。
•　ピンク色のパッドをして制御するデバイスを選択します。するとパッドが明るいピンク色になり、その上部の画面でデバイス名が選択さ
れます。

•　再度 "Options"ボタンを押して、デフォルトの InControlビュー（パッドがクリップを制御するビュー）に戻ります。

•　これにより、直前に選択したデバイスの最初の 8つのパラメータが画面に表示され、上部のロータリーノブを動かすことで各パラメータ
を調整できます。

上図では、Ableton Liveのデバイスチェーンを示しています。ここでは Limiterを選択しています。これは、Ableton Live画面上に青い手
のアイコンが表示されることや、本体の明るいピンクのパッド、そしてSL MkIIIの画面上にデバイス名が表示されることで確認できます。

他のデバイスを選択したい場合（Panなどオプションビュー内の他の場所から選択したい場合）、"DevceSlct"という名称の一番左の画面
下のソフトキーを使用する事でデバイスチェーンおよびデバイス選択ビューに戻れます。

•　デバイスパラメータのバンキング

Abletonでデバイスが選択されている場合は、デバイス名の横に青い手のアイコンが表示され、画面左側の上下の矢印ボタンを使用して、
デバイスパラメータをさらに選択できます。矢印ボタンを押すとパラメータのバンクが切り替わり、ロータリーダイヤルでバンクの選択を
変更できます。
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•　パンコントロールの表示および編集

"Options"ボタンを押した後に黄色い "Pan"ボタンを押すことで、赤い線で囲まれている8つのトラックのパンコントロールにアクセスできます。

•　センドコントロールの表示および編集

"Options"ボタンを押した後に緑色のソフトキーを押すことでセンドビューに切り替わり、画面上に各トラックのセンドコントロールが表示
されます。画面左の上下の矢印ボタンで利用できるセンドコントロールを切り替えられます。（編集したいセンドコントロール上部の）対応
するノブを使用して、センドアマウント（センドの量）を調節します。

vi.　フェーダー

フェーダーを使うことで Ableton Liveセットのトラックボリュームを制御できます。これら 8つのフェーダーは赤い線で囲まれた範囲内に
含まれる 8トラックに対応します。

•　LEDインジケーター

フェーダー上部の LEDは選択されたトラックのボリューム設定を視覚的に示します。赤い線で囲まれた範囲を移動させることで複数のト
ラックでフェーダーを使用することができるため（前述の "Liveセットのナビゲーション "参照）、実際のフェーダー位置は画面上のフェーダー
と一致しない場合があります。Ableton Live上のトラックボリュームを低くすると LEDが暗くなり、高くすると明るく光るため視覚的な確
認が簡単に行えます。

vii.　アンドゥ、リドゥ、メトロノーム、キャプチャ

InControlモード内で "Shift"ボタンを長押しすることで、パッドエリア上部の1～3つ目のソフトボタンがアンドゥ、リドゥ、クリックコントロー
ルに変化します。アンドゥとリドゥは Liveセットの直前の操作に対して実行されます。"Click"を押すと、Liveのメトロノームのオン /オフ
が切り替わります。

"Shift"を長押しすると "Capture"ボタンも表示され、録音を行わなかった直前のMIDIノートの演奏を復元できます。画面下の一番右のソ
フトボタンを押すことで、録音を行っていなかったMIDIを復元してクリップを生成することが可能です。

D.　Logic Pro X

i.　インストール

Logic Proを使用してSL MKIIIをセットアップするには、こちらのサポートダウンロードページからインストーラーをダウンロードします。

ダウンロードすると、SL MKIIIが Logicで自動検出されます。

ii.　トラックの選択

トラック名の下のボタンを押すことでトラックを選択でき、選択したものが強調表示されます。

iii.　パン

トラックパンを制御するには"Options"ボタンを押して"Pans"を選択します。このビューでは、8つのノブで8トラックのパンを一度に制御できます。

iv.　ボリューム

フェーダーを動かすことでトラックボリュームを調整でき、フェーダー上の LEDが現在のトラックボリュームを示します。

v.　センド

トラックのセンドを制御するには、"Options"ボタンを押して "Sends"を押します。これにより、8つのノブが Logic内のバスのレベルを制
御します。画面左側の上下の矢印ボタンを押して選択されているセンドを変更できます。

vi.　Smart Control

Logicでは、Smart Controlを使用して選択されているトラック上で選ばれているプラグインの 8つのパラメータを選びます。これらを制御
するには、"Options"ボタンを押してから "Smart"を押します。このビューでは、Logic上で選択されたプラグインに対してSmart Control
用にアサインされた 8つのパラメータを 8つのノブで制御できます。

vii.　ショートカット

"Options"ボタンを押してから "Shortcut"を押すと、以下のショートカットにアクセスできます：

•　アンドゥ
•　リドゥ
•　カウントイン
•　Logicのカウントインのオン /オフ切替
•　メトロノーム
•　Logicのメトロノームのオン /オフ切替

viii.　ミュート /ソロ

フェーダー上部のソフトボタンでは、8トラックのミュートおよびソロを制御できます。トラックをソロにすると、ミュートされているトラッ
クが点滅します。

ix.　録音アーム /入力モニタリング

ソフトボタン（フェーダーの上部）の右にある下の矢印ボタンを押すことで、ソフトボタンの機能をミュート /ソロから録音アーム /入力モ
ニタリングに切り替えられます。

x.　トランスポート

SL MkIIIのトランスポートボタンは以下の Logicのトランスポート機能を制御します：

•　  巻き戻し
•　  早送り
•　  停止
•　  再生
•　  サイクルのオン /オフ
•　  録音

E.　Reason

i.　Reasonのセットアップ

Reasonを起動後、簡単にSL MkIIIをセットアップできます。USBでSL MkIIIをコンピューターに接続してから、環境設定 > コントロールサー
フェスに移動し、"自動検出 "ボタンをクリックします。プログレスバーを含むダイアログウィンドウが表示され、完了するとSL MkIIIが
リストに表示されます。"Reasonで使用する "にチェックが入り、"Novation SL MkIII SL MkIII From DIN 1"が有効になっている場合、SL 
MkIIIを使用してReasonを制御する準備が完了しています。

ii.　概要

SL MkIIIでは、全てのインストゥルメント、エフェクトおよびユーティリティをReasonのラック（下図参照）内で制御することができ、トラッ
ク間を移動することができます。

iii.　インストゥルメント

新しいインストゥルメントを読み込む（またそれに応じて新しいMIDIトラックを作成する）たびに、SL MkIIIが自動的にそのインストゥル
メントに割り当てられます。

iv.　コントロールのレイアウト

SL MkIIIの InControlモードを使用することで、以下の機能をReasonで使用できます：

•　"Track"左右ボタン - Reasonのシーケンサー内でトラック間を移動します。

•　ロータリーノブ - インストゥルメント、エフェクト、ユーティリティーおよびプレイヤーの様々なパラメータを調整します。有効なノブが
パラメータ名 /値と共に画面に表示されます。

•　パッド - Reason内の様々なパラメータを制御します。Kongドラムデザイナーインストゥルメントを使用している場合、パッドはKong
の各ドラムサウンドを選択します。ドラムの主要なパラメータが画面に表示され、ロータリーノブでそれらのパラメータ値を調整できます。
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•　ソフトボタン 1～ 24 - Reasonデバイスの内部をナビゲートします。Redrumに関しては、画面下の 8つのソフトボタンがチャンネル 1
～ 8を選択します。Redrumのチャンネルを選択した後、画面上部のノブでそのパラメータ（ピッチ、パン、センドなど）を調整できま
す。Mixer 14:2を使用する場合、SL MkIIIのフェーダー上部のソフトボタンでミキサーチャンネルを選択して画面上部のノブを回すことで、
ボリューム、低域、高域などを調整できます。

　
•　フェーダー - デバイスのパラメータを制御します。フェーダーを使用してパラメータ値を変更する場合、左から 5番目の画面にパラメー
タ名と値が表示されます。例えば Europaシンセサイザーが選択されていた場合、1つ目のフェーダーでオシレーター 1のボリュームを
上下させることができ、"Osc1 Level"がデシベル値と共に 5番目の画面に表示されます。

•　トランスポートボタン - 本体右のトランスポートボタンで、Reasonのトランスポート（巻き戻し、早送り、停止および録音）を制御します。
SL MkIIIの Loopボタンを使用してReasonのシーケンサーのループのオン /オフを切り替えることも可能です。

•　"Options" ボタン - Reasonのメトロノームのオン /オフを切り替えます。有効な場合ボタンが白く点灯し、オフの場合にはオレンジ色に
点灯します。

•　上 /下の矢印ボタン - インストゥルメント、エフェクト、またはユーティリティーが選択されている場合、パッドすぐ左の上下の矢印ボ
タンでプリセットを変更できます。

•　ピッチホイール - SL MkIIIのピッチホイールを使用してReasonのインストゥルメントのピッチを変更することができます。

•　モジュレーションホイール - SL MkIIIのモジュレーションホイールを使用して、選択されているReasonデバイスの様々なパラメータに
変化を加えられます。モジュレーションホイールは、一般的にはインストゥルメントのフィルター周波数にアサインされます。

•　サステインペダル - サステインペダルをSL MkIIIの "Sustain"ポート接続すれば、ペダルを使用してReasonのパラメータに作用させる
ことができます。

•　キーボード - SL MkIIIの鍵盤でReasonの様々なインストゥルメントを演奏できます。

v.　エフェクトおよびユーティリティー

SL MkIIIでエフェクトとユーティリティーを制御するには、そのためのオーディオトラックを作成する必要があります。ラックのセクション
でエフェクトまたはユーティリティーを見つけ、デバイス（例：Warm Echo）上で右クリック（Windows）またはCtrlを押しながらクリック（Mac）
し、"Create Track for device name"を選択してください。すると新しいトラックが Reasonのシーケンサーに表示されるので、SL MkIII
上の "Track"ボタンを使用して選択することができます。エフェクトまたはユーティリティーを選択するとそのコントロール部が SL MkIIIの
画面に表示されるので、上部のノブで調整することができます。
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